


事業概要
1. 期間

開始 ：2021年8月
終了 ：2026年3月

2. 最終目標
国内の水電解装置メーカの国内外への展開に資するため、電解システム環境下での性能を、基準を明確にして評価す
ることを可能にする。変動する再生可能エネルギー等を用いた水電解装置の貯蔵や利用などの必要条件も考慮した各
種性能を評価するための拠点を整備し、電解試験を実施しつつ、性能評価手法を確立する。この設備と得られた知見
を用い、国内電解関連メーカー製品の性能向上、部材開発等に役立て、国内外市場への展開に貢献する。

3.成果・進捗概要
・2024年度までに、3つの評価設備の構築し、大型電解スタック評価では、基礎性能、スタックのインピーダンス測定を実
現した。劣化試験方法を確立するために可能な条件範囲を把握し、定常電解、日起動停止、加速劣化プロトコルの3
モードでの試験実施を決定した。高圧電解設備においても、スタック性能評価を実施した。国内外のシステム試験設備
は、2024年度末までにアルカリ電解設備の構築を完了して定格での試運転を実施、また、水電解の国際標準化委員
会ISOや国際会議IEA等に参加し国際動向を調査し、電解性能評価の提案については、国内委員会と連携して適切
な対応を行った。

・2025年度において、大型電解スタック評価では、定常電解、日起動停止、加速劣化プロトコルの3モードでの試験を
実施、その適応性を検証した。高圧電解設備においては、大型水電解スタックと同様に加速劣化試験を実施できること
を検証した。また、今回実験をした範囲内ではあるが、圧力による水電解装置の挙動を把握し、小型での高圧の特性と
大型の電解装置の特性を把握することにより、大型の高圧の電解装置の特性がおおむね予測できる範囲であろうことを
把握した。国内外のシステム試験設備は、太陽光および風力の再生可能エネルギーでの電力供給による電解装置の適
応範囲を実機により把握可能なこと、国際標準で議論されているような、多数の再生可能エネルギーが系統に導入され
た場合の、調整力としての水電解装置の運用について、適応範囲の実機による把握が可能であることを検証した。また、
国際的な学術会議への参加と議論を基に国際的な状況を把握、ISOへの提案など、国際標準化活動に貢献をしてき
た。
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2 ．研究開発マネジメントについて

技術課題１

技術課題３

技術課題２

技術課題４
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３．研究開発成果について（設備外観①、②、③）

2023年度 専用建屋及び装置設置完了 2024年度 アルカリ水電解装置設置完了
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３．研究開発成果について
（技術課題１：再エネ条件への適応性評価技術）
大型水電解装置のスタック評価

定常電解、日起動停止、加速劣化プロトコルの3モードでの試験を実施したが、加速劣化プロトコルでの
試験結果については、未発表となるため、今回は定常電解、日起動停止の結果を示す。今後、学会等の
場で発表を予定。
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３．研究開発成果について
（75セルスタックにおける稼働積算時間と

スタックの1セル当たりの平均電圧の関係）
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３．研究開発成果について
（75セルスタック耐久試験時の電圧と

インピーダンス測定から得られた内部抵抗の関係）
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３．研究開発成果について
（各セルの初期電圧と耐久試験後電圧増分の関係）
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３．研究開発成果について
（技術課題２：高圧条件下での性能評価技術）
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３．研究開発成果について
（等圧型スタックの各温度における加圧条件下でのI-V特性）
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３．研究開発成果について
（ DSS試験による電解電圧の推移と

ADT試験の条件とADT試験による電解電圧の推移）

DSS試験による電解電圧の推移

ADT試験による電解電圧の推移
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３．研究開発成果について
（技術課題３：海外電力条件での水電解評価技術）

国内外の電力条件での大型水電解装置評価概要

システム構成機器（補機含）単体に電力計を設置、変動運転に合わせてそれぞれの消
費電力変化を取得
補機の消費電力はシステム全体の約6-8%に相当
ISO国際標準化活動として、TC197総会にて本アルカリ水電解システムを水素製造効
率算出例として活用 15



３．研究開発成果について
（ISO/TC197/SC1/WG4ドラフト調整力変動パターンと結果）
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３．研究開発成果について
（ aFRR上昇における変動パターン、消費電力、

ガス圧変動、ガスクロスオーバー）
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３．研究開発成果について
（ 太陽光パターンにおける変動パターン、

消費電力、ガス圧変動、ガスクロスオーバー）
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３．研究開発成果について
（風力パターンにおける変動パターン、

消費電力、ガス圧変動、ガスクロスオーバー）
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３．研究開発成果について
（TC197総会(2025)でのPWI提案に至るまでの経）
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5年間のプロジェクトを通じ、再生可能エネルギーが多量に導入された場合の電
力系統に対応可能な大型水電解装置の評価基盤となる3つの設備を構築した。

大型および高圧電解設備では、水電解装置の開発や加速劣化評価について、
これまでNEDO水素先導PJにおいて小型の水電解装置で開発された起動・停止

模擬サイクル試験手法の大型での適応性を示すことができた。また、高圧力（～
5 MPa）での水電解装置の評価手法の構築および電解性能への影響の把握、
海外の再エネ等を模擬した電力条件における大型水電解装置（MW級）の再エ

ネの変動への適応範囲の把握し、系統安定化への適応範囲について、実機を
用いた試験および検証ができる評価基盤と手法の構築を完了した。

さらに、構築した評価設備を使った試験のデータをもとに、限られた範囲ではあ
るが3つの試験評価による統一的な評価手法の妥当性に資するデータの取得を
行うとともに、国際的な動きを把握しつつ、ISO等の国際標準化への提案につい
て検討した。その1つの成果として、電解装置の効率についてのISOにPWI提案

へのアプローチを実現できた。今後、統一的な評価手法の深化および国際標準
化については、NEDO水電解プラットフォーム事業に引き継がれ、進めていく予
定である。

４．今後の見通しについて
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